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▼ＹＭＣＡキャンプとの出会い
　大阪体育大学の教員になって間もない頃、当時レクリエーションの授業やキャンプ実習
を担当していた関係から、日本ＹＭＣＡ同盟主催の社会体育指導者養成セミナー（現、生
涯スポーツセミナー）に講師として参加しました。その主会場がＹＭＣＡ阿南国際海洋セ
ンターであり、以後ほぼ 2 年に 1 回、海洋センターを中心に行われるセミナーに携わりな
がら、海のスポーツの楽しさ（ヨット、カヌー、ボードセーリング等）を体感し、また講
師団を率いた酒井哲雄先生やＹＭＣＡスタッフやカウンセラーのみなさんの献身的な働き
ぶりに、大きな感銘を受けたことを覚えています。
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　1984 年アメリカニュージャージー州立自然保護学校（ＳＯＣ）での 2 年間の留学から帰
国した私は、環境教育をベースにおいたプログラム中心のキャンプの考え方にどっぷりと
漬かっていました。すべてのアクティビティは、環境学習につながる目的を果たすために
活動場所や時間、活動の展開の仕方、まとめに至るまでレッスンシートに細かくまとめら
れていました。アメリカでは「カリキュラム中心の野外教育」が全盛で、子どもたちの主
体性やグループワークを大切にしたプログラムの展開などは、ＳＯＣではあまり考慮されて
いませんでした。この時期は、日本でも環境教育が注目を集めており、環境庁の様々な委
員会にお招きいただき、関連書籍の執筆に関わっていました。
　この時期に、キャンプワークショップに講師としてお招きをいただき、ＡＳＥ・エコディ
スカバリーなどのアクティビティ指導やアメリカキャンプ事情の講義を担当しました。
この中で、酒井哲雄先生やアサヒキャンプの小西孝彦先生から、組織キャンプの目的は「子
どもたちの生きる力の育成」であり、
　①キャンプではグループワークの考え方が大切であること、
　②アクティビティはグループの成長過程に応じて選択されなければならないこと、
　③活動においては子どもたちの相互作用を活発にし、主体性や協力心を引き出すことを
　　大切にすること、
などをじっくりと教えていただき、さらに多くのキャンプ仲間とのつながりが生まれ、大
切な学びの時となりました。
　また、私にとって大きな喜びとなったのは、1995 年 9 月日本ＹＭＣＡキャンプ７５周年
を記念する事業「未来の探究　生命の讃歌」に講師として参加させていただいたことです。
　これまでの日本とＹＭＣＡのキャンプの歴史を振り返り、未来を展望するキャンプ・
フォーラムに参加し、ノートルダム清心学園理事長の渡辺和子先生ほか 3 人の先生方との
パネルデイスカッションで司会をさせていただきました。宗教観・人間観・自然観の視点
からキャンプを考えるという新鮮なキャンプの切り口に、ＹＭＣＡキャンプの持つ奥深さを
大いに勉強させていただきました。
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　ＹＭＣＡでのキャンプ活動と言えば、何といっても 1991 年からＹＭＣＡ阿南国際海洋セ
ンターにてスタートした大阪体育大学海洋スポーツキャンプ実習です。
　大阪体育大学が 1965 年に開学して以来実施してきた山のキャンプからの実習の大方向転
換でした。大阪体育大学は、1989 年にこれまでの伝統的な学校体育教員の養成から、生涯
スポーツ指導者養成を中心としたカリキュラムの改革を行いました。野外実習も、従来の生
活プログラム中心の山のキャンプから、体育大学の学生にふさわしいより挑戦的で、しかも
生涯にわたって親しむことのできるアウトドアスポーツとして、海洋スポーツキャンプ実習
を実施することになりました。

　実習は、実技や生活の指導は教員中心で行い、学生スタッフがアシスタントとして準備や
片付け、実技補助の活動をする形で行いました。ＹＭＣＡ阿南国際海洋センタースタッフのみ
なさんは、必要な助言や高速ボートでの安全管理等の専門的スキルを必要とするようなサポー
ト活動に徹していただき、私たちの自主的・主体的取組みを支援していただきました。
　海洋スポーツキャンプ実習は、学生にとって、自然の怖さ、楽しさ、素晴らしさを肌で感
じることができる素晴らしい機会、ボードやカヤックなどでは自分一人の力で、ヨットやカ
ヌー、カッターなどでは二人で、三人で、グループで協力しながら海の自然に挑戦するとい
う素晴らしい冒険の機会、そして野々島での魚釣りや素潜りでの貝をとったりする体験は海
の楽しさをみんなで味わう素晴らしい体験となっています。
　このような素晴らしい体験を積み重ねながら、2020年2月「大阪体育大学海洋スポーツキャ
ンプ実習 30 周年記念シンポジュウム」を開催することができました。これも酒井哲雄先生
から始まる長年にわたるＹＭＣＡと阿南国際海洋センターのみなさんのサポートがあったか
らです。改めて心から感謝いたします。

▼ＹＭＣＡでのキャンプ活動

大阪体育大学 第 1回海洋スポーツキャンプ実習



　私にとってキャンプは、新しい人生を切り開いてくれた掛け替えのない宝物になりました。
学生時代、登山は楽しんでいましたが、教育キャンプの世界にはほとんど関わりはありません
でした。学生スタッフと一緒に取り組む「キャンプ実習」、野外活動部の学生と一緒に行う「子
どもキャンプ」や「オリエンテーリング大会」、海や山での合宿の楽しさに夢中になりました。
また、酒井哲雄先生との関わりで経験したＹＭＣＡキャンプの奥深さに引き込まれて、専門的
に学びたいという意欲が高まって 1983 年～ 84 年にニュージャージー州立自然保護学校に留
学しました。そして、恩師の江橋慎四郎先生が初代会長をお努めになったこともあり、日本野
外教育学会の設立に関わり、理事となりました。
　酒井哲雄先生や小西孝彦先生などの大先輩や、石田易司さんや石原福造さんなどのたくさん
の友人、今でも先生、先生と慕ってくれるたくさんの野外活動部の教え子たち、これらのみな
さんとのつながりは今でも私の人生の宝物です。私は現在、日本野外教育学会の会長、大阪府キャ
ンプ協会の会長、大阪府青少年活動財団の理事長などの役職を務めていますが、そのほとんど
はキャンプに関係する仕事です。まさに、キャンプは私の人生そのものです。

▼私にとってのキャンプ

▼これからのＹＭＣＡキャンプ 100 年への期待

　これからのＹＭＣＡキャンプ 100 年への期待として、次の 3 つを挙げます。

①これからもＹＭＣＡが培ってきた教育キャンプの伝統を大切に、日本の組織キャンプをリー
　ドするＹＭＣＡであって欲しい

　　言うまでもなくＹＭＣＡのキャンプの歴史は、日本の組織キャンプの歴史そのものです。
　日本の組織キャンプは、1920 年に大阪ＹＭＣＡが六甲山麓南郷山で行った少年キャンプを
　始まりとすると言われています。ＹＭＣＡの青少年教育としてのキャンプの理念と実践、伝統
　は今も生き生きと輝いています。これからも、青少年の健全育成をめざす教育キャンプの発
　展に貢献していただきたいと思います。

②キャンプの新しい時代を切り拓くＹＭＣＡであって欲しい

　　ＹＭＣＡのキャンプは、常にキャンプの新しい時代を切り拓いてきました。「国際交流・異
　文化交流のキャンプ」などは、ＹＭＣＡがその歴史を通して実践してきたキャンプです。
　キャンプに期待される役割が多様化し、増大する中、これからのＹＭＣＡのキャンプには、
　青少年キャンプにとどまらない、時代を切り拓いていく役割を期待しています。
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1975 年大阪体育大学に奉職、野外活動部を担当。1991 年
より大阪体育大学「海洋スポーツキャンプ実習」をＹＭＣ
Ａ阿南国際海洋センターで開始、以後 30 年間継続して実
施中。1990 年代からシニアキャンプに取組み、2010 年よ
り大阪ＹＭＣＡ「高齢者の健康づくり」プロジェクトに参画。
組織キャンプに求められる状況が変わる中で、シニア層や
世代間交流キャンプの分野への取り組みをこれからも進め
ていきたいと考えている。
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　③キャンプを通した地球環境保全に関わる教育や実践の領域で、日本のリーダーシップをとっ
　　て欲しい

　　　森林の消滅や温暖化、海洋プラスティックゴミ等による深刻な海洋汚染など、地球規模
　　の自然破壊が大きな問題となっています。これらの現実を踏まえて、自然を活動の舞台と
　　するキャンプにおいても環境の保全等に関わる学習や実践が大きなテーマとなってくると
　　考えています。日本のＹＭＣＡが世界のＹＭＣＡと連携し、世界的規模でこの取組みを進
　　めていただきたいと願っています。


